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お元気でいらっしゃいますか？ 

10 月 7 日に日本到着後、時差調整に時間を要しましたが、そのような中でも、10 月の 4 回のコンサートを、主に守

られ、力をいただきながら、無事に終えることができました。皆さまにご報告いたします。 

 

❧ いっぽいっぽ山田 10月 16日 

「いっぽいっぽ山田」は、国際宣教団体 OMF によって、2012 年 6 月に山田町の繁華街跡地を借りて建てられたスーパーハウス

です。宮古にはカフェや娯楽施設がある一方、山田町には住民が気軽に集う場所がひとつもなかった状況の中で、「交流ぷらざ」

としてカフェやイベントを行い、地域の方々が集まる場所となっています。 

こちらでのコンサートは、今年で 3 回目。昨年は一昨年からの顔なじみの方々が来られましたが、今年は、建物が住宅地に移転し

たこともあり、近隣の新しい方々が多く来られました。皆さん、とても真剣に聞いてくださいました。 

前日、サンフランシスコから一時帰国されていた渡辺奈々さんと盛岡で合流。盛岡からバスで宮古へ、宮古からはタクシーで山田

に向かいました。伝道スピリットに溢れる奈々さんの誘いと祈りによって、何とその時の運転手さんが、コンサートに真っ先に来

てくださいました。 

山伏などの「山岳信仰」や「民間信仰」によって住民が固く結束している岩手県沿岸地方の霊的な壁は厚いです。けれども、今、

「いっぽいっぽ岩手」や「3.11 いわて教会ネットワーク」の働きによって、やっと、住民の皆さんが少しずつ福音に心を開き始

めた時。これからも働きが継続されることが求められています。どうぞ、被災地の住民の救いを祈りながら奮闘している「いっぽ

いっぽ岩手」の働きのためにお祈りください。 

・いっぽいっぽ岩手  http://www.ippoiwate.com/     

・3.11 いわて教会ネットワーク https://www.facebook.com/311iwate/ 

http://www.ippoiwate.com/
https://www.facebook.com/311iwate/


❧ 天上の賛美、地上の賛美   

  (奈良基督教会 創立 130周年記念コンサート 10月 23日) 

奈良基督教会（日本聖公会）は、1987 年に花芝町に開かれました。その後、現在の地に移転し、1930 年、信徒で宮大工の大木

吉太郎氏の設計により、純和風の礼拝堂が建てられました。外観は和瓦葺の屋根に、真壁造りの壁面、内部は吉野の檜を用い、数

寄屋風（茶室風）に仕上げられています。昨 2015 年、隣接する幼稚園舎とともに、国の重要文化財に指定されました。 

こちらのコンサートも、皆さん、実に真剣に聞いてくださ

いました。牧師先生、教会員の方々から、「賛美、教会、

聴衆が一体となったコンサートだった」、と喜びの声をい

ただきましたが、私自身もほんとうにその通りだったと思

いました。 

教会の欄間は、教会に植えられていた桐の木から作られま

した。それは、上からの丸い輪が連なり、下からも丸い輪

が続いているのですが、教会の井田牧師は、上は天上で捧

げる天使の賛美、下は地上で捧げる私たちの賛美、それが

呼応しあっている、と説明されていました。 

私も、3 曲目の「聖なるかな」では、イザヤが神殿で礼拝

をささげていた時に見た天上の礼拝が、主の衣が地上の神

殿にまで満ちていたように、天と地の礼拝が繋がっていること、私たちの礼拝・賛美は、天上の写しの影であること、主に喜ばれ

る礼拝・賛美とは、天上の礼拝・賛美と一体となることなどを証ししました。 

そして、前の祭壇の十字架と、後ろのオルガンの十字架は、同じデザインで教会の中央に向き合っているのですが、その意味は、

イエス・キリストの十字架に、自分の十字架を重ね合わせること、そして、十字架に架かってくださった主を、私たちも主の十字

架を負って賛美を捧げること、等々、私のプログラムと曲の解説が、ぴったりと、この教会の建物、内装、調度品にちりばめられ

た信仰の思いと重なったのでした。 

 

 

 

❧ 熊本支援 ～第 15回 AKWMチャリティー 10月 28日～ 

今年の熊本支援チャリティーには、近年のコンサートで最も多くの方々が集まってくださいました。例年より多めに 150 席用意

しましたが、当日はさらに補助椅子を出すほどでした。正確な

会計集計が出来次第、追って献金額をご報告いたします。 

被災地は、地震から半年が過ぎ、更地が増え、がれきも徐々に

減ってきたので、町も徐々に復興しているように見えますが、

そこに建物を建てる人はいません。続く余震と、10 月 8 日の

阿蘇山噴火によって、安心して家を建てられないのです。 

今も小さな余震が続いており、被害はさらに深刻化していま

す。継続する揺れで、建物が壊れていっており、今の段階では

建物を撤去していくしかないそうです。益城町とその周辺地域

は震源地になっているので離れたいと考えている人が多いので

すが、新しく土地を手に入れるのは、空いた土地を見つけると

いうことも、経済面でも、困難な状況です。 

また、10 月に入って、ボランティアが大きく減り、当地の団体が協力を呼びかけています。心のケアも求められています。こち

らも息の長い支援が必要です。どうぞ、引き続きお祈りください。 

●九州キリスト災害支援センター    

 https://www.facebook.com/kumamotoshien/ 

●DRCnet http://drcnet.jp/category/drcnet/ 

https://www.facebook.com/kumamotoshien/
http://drcnet.jp/category/drcnet/


❧ よき力に守られて ～宝塚栄光教会 10月 30日～ 

2011 年の 3.11 以来、賛美コンサートでは、ディートリッヒ・ボンヘッファーの「よき力に守られて」を必ずと言っていいほど

歌ってきました。これまで、この曲の途中の間奏部分では、パワーポイントでボンヘッファーの生い立ちをお見せしてきたのです

が、宝塚栄光教会でのコンサートでは、ボンヘッファーの語ったいくつかの言葉を皆さんに

ご紹介しました。大きなインパクトがあったようですので、皆さんにもご紹介いたします。 

●行動は思考から生まれるのではない。責任をとるという覚悟から生まれるのだ。   

●悪に直面して黙ること自体が、悪である。神は私たちを罪なき者とみなされない。 

 語らないことは、語ることであり、行動しないことは、そのように行動することである。 

 

●普段、私たちは与えたものよりも ずっと多くを受け取っていることに、 ほとんど気づいて 

 いない。 そのことに感謝して、初めて生活は豊かになる。  

 

●私は信じる。神はどのような苦難にも耐える力を与えてくださる方だと。しかし、私たち 

 が自分の力に頼らず、彼にのみ頼るまで、神はそれを与えることはできない。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

現在 11 月の予定の準備を急ピッチで進めています。霊肉、喉が守られ、聖霊の導きをいただきながら 11 月のひとつひとつの奉

仕に当たることができますように、また、17 日～28 日はハワイ・ツアーも控えていますので、お祈りお支えください。 

 

♪11月の予定 ♪ 

  10日（木）   10：30～12:00 / 13：00～14：30  JEC レディース研修会 連絡先： 072-290-0888（堺福音教会）  

 

  13日（日）   14:30～  在日大韓キリスト教会 大阪北部教会 「愛の実りコンサート」   

        連絡先：06-6371-1914（教会） 

          

  17日（木）   日本→ハワイ 

  20日（日） 午前：カリヒ・ユニオン教会主日礼拝 9:00, 10:45 

                      夜：ホノルル教会夕礼拝  メッセージ＋賛美奉仕 19:00 

  21日（月）   KZOO ラジオ「心に光を」 

  22日（火）   午前: 集会 ハリス・メソジスト教会 

  23日（水）   コンサート『のぞみの会（高齢者向けデイケアサービス）』 

                      マキキ教会 10:00   

                      KZOO ラジオ「心に光を」 

  25日（金）   コンサート マキキ教会 12:30～13:30 

  27日（日）   午前：オリベット・バプテスト教会主日礼拝 メッセージ    

        9:15 

                      午後：コンサート「心に光をクリスマス」16:00 

  28日（月）   ハワイ→日本 

  29日（火） 日本着 

    

※12 月の予定は、 

   http://akworship.com/html/schedule.html をご覧ください。 

 

イエス・キリストの恵みが皆さまとともにありますように！ 

 
 
Atsuko Kudo  

http://akworship.com/html/schedule.html

